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ア
ラ
ブ
世
界
は
今
日
、
未
曽
有
の
混
沌
の
な
か
に
あ
る
。
二
〇
一
一
年
一
月
の
チ
ュ
ニ
ジ
ア
で
の
政
変
に
端
を
発
し
、
ほ

ど
な
く
ア
ラ
ブ
諸
国
を
席
巻
し
た
「
ア
ラ
ブ
の
春
」
は
、
こ
の
地
域
に
「
民
主
化
」
を
も
た
ら
す
と
期
待
さ
れ
た
。
し
か
し
、

そ
の
後
の
現
実
は
こ
う
し
た
楽
観
と
は
ほ
ど
遠
い
も
の
だ
っ
た
。

　

チ
ュ
ニ
ジ
ア
、
エ
ジ
プ
ト
、
リ
ビ
ア
、
イ
エ
メ
ン
で
は
、
メ
デ
ィ
ア
に
お
い
て
「
独
裁
」
と
の
レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら
れ
た
政

権
が
退
陣
し
、
体
制
転
換
が
起
こ
り
は
し
た
。
し
か
し
、
新
体
制
作
り
は
難
航
し
、
い
ず
れ
の
国
に
お
い
て
も
内
政
は
麻
痺

し
、
治
安
は
悪
化
、
過
激
な
武
装
集
団
に
よ
る
テ
ロ
や
武
力
衝
突
が
頻
発
し
た
。
こ
う
し
た
傾
向
は
、
外
国
の
軍
事
介
入
や

干
渉（
仲
介
）に
よ
っ
て
体
制
転
換
が
生
じ
た
国
ほ
ど
強
く
、
北
大
西
洋
条
約
機
構（
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
）の
空
爆
に
よ
っ
て
雌
雄
が
決

せ
ら
れ
た
リ
ビ
ア
に
い
た
っ
て
は
、
国
家
崩
壊
と
で
も
言
う
べ
き
状
況
が
生
じ
た
。
ま
た
「
ア
ラ
ブ
の
春
」
の
先
駆
的
な
成

功
例
と
目
さ
れ
た
エ
ジ
プ
ト
で
は
、
民
主
的
選
挙
で
選
ば
れ
た
は
ず
の
ム
ス
リ
ム
同
胞
団
の
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ム
ル
ス
ィ
ー
政

権（
二
〇
一
二
年
六
月
～
一
三
年
七
月
）が
民
衆
の
抗
議
デ
モ
を
き
っ
か
け
に
崩
壊
へ
と
追
い
込
ま
れ
、「
ア
ラ
ブ
の
春
」
に
よ
っ

て
周
縁
に
追
い
や
ら
れ
て
い
た
軍
が
政
治
の
主
導
権
を
回
復
し
た
。

　
「
ア
ラ
ブ
の
春
」
波
及
に
抗
い
、
体
制
崩
壊
を
免
れ
た
国
も
、
政
治
変
動
と
混
乱
を
強
い
ら
れ
た
。
そ
の
典
型
が
シ
リ
ア
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で
あ
る
。「
体
制
崩
壊
は
時
間
の
問
題
」
と
喧
伝
さ
れ
た
同
国
で
は
、
バ
ッ
シ
ャ
ー
ル
・
ア
サ
ド
大
統
領（
二
〇
〇
〇
年
就
任
）

が
し
ぶ
と
さ
を
見
せ
つ
け
、
反
体
制
運
動
へ
の
容
赦
な
い
弾
圧
と
並
行
し
て
、
憲
法
改
正
を
は
じ
め
と
す
る
抜
本
的
な
制
度

改
変
に
踏
み
切
っ
た
。
だ
が
、
欧
米
諸
国
、
ア
ラ
ブ
湾
岸
諸
国
、
ト
ル
コ
に
よ
る
経
済
制
裁
と
反
体
制
派
支
援
、
さ
ら
に
は

シ
ャ
ー
ム
の
民
の
ヌ
ス
ラ
戦
線（
以
下
ヌ
ス
ラ
戦
線
）や
イ
ス
ラ
ー
ム
国
と
い
っ
た
武
装
集
団
の
暴
力
に
よ
っ
て
国
は
疲
弊
し
、

そ
の
惨
状
は
「
今
世
紀
最
悪
の
人
道
危
機
」
と
評
さ
れ
た
。

　

シ
リ
ア
の
混
乱
は
、
避
難
民
の
国
外
流
出
や
武
装
集
団
の
往
来
を
通
じ
て
周
辺
諸
国
に
も
負
の
連
鎖
を
も
た
ら
し
た
。
と

り
わ
け
、
イ
ラ
ク
と
レ
バ
ノ
ン
の
事
態
は
深
刻
だ
っ
た
。
イ
ラ
ク
で
は
、
二
〇
一
四
年
六
月
、
イ
ス
ラ
ー
ム
国
が
第
二
の
都

市
モ
ス
ル
を
制
圧
し
、
カ
リ
フ
制
樹
立
を
宣
言
し
、
自
ら
の
狭
量
な
宗
教
観
に
従
わ
な
い
住
民
を
排
除
、
惨
殺
し
て
い
っ
た
。

こ
う
し
た
事
態
を
受
け
、
米
国
は
、
ヌ
ー
リ
ー
・
マ
ー
リ
キ
ー
首
相（
在
職
二
〇
〇
六
～
一
四
年
）の
引
責
辞
任
を
あ
か
ら
さ
ま

に
求
め
る
一
方
で
、
イ
ラ
ク
北
部
へ
の
空
爆
を
も
っ
て
軍
事
介
入
を
開
始
し
、
九
月
に
入
る
と
シ
リ
ア
国
内
の
イ
ス
ラ
ー
ム

国
拠
点
に
対
し
て
も
空
爆
を
敢
行
し
た
。
ま
た
、
レ
バ
ノ
ン
で
は
、
二
〇
一
二
年
八
月
頃
か
ら
、
ヌ
ス
ラ
戦
線
の
分
派
と
さ

れ
る
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ー
・
ア
ッ
ザ
ー
ム
大
隊
や
バ
ー
ル
ベ
ッ
ク
・
ス
ン
ナ
派
自
由
人
旅
団
に
よ
る
爆
弾
テ
ロ
が
頻
発
し
、
二

〇
一
四
年
七
月
に
な
る
と
、
ヌ
ス
ラ
戦
線
や
イ
ス
ラ
ー
ム
国
か
ら
な
る
武
装
集
団
が
対
シ
リ
ア
国
境
の
ア
ル
サ
ー
ル
を
襲
撃
、

一
時
占
拠
し
た
。
イ
ラ
ク
と
レ
バ
ノ
ン
は
「
ア
ラ
ブ
の
春
」
の
影
響
が
限
定
的
で
、
エ
ジ
プ
ト
や
シ
リ
ア
と
い
っ
た
「
ア
ラ

ブ
の
春
」
の
被
害
者
に
比
し
て
民
主
的
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、
こ
の
両
国
は
、
政
治
勢
力
ど
う
し
の
権
力

闘
争
や
利
権
争
い
に
起
因
す
る
国
家
機
能
の
麻
痺
や
、
武
力
衝
突
を
伴
う
政
争
や
テ
ロ
に
よ
る
治
安
悪
化
が
常
態
化
し
て
い

た
た
め
に
、
着
目
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
だ
け
だ
っ
た
。「
ア
ラ
ブ
の
春
」
の
負
の
連
鎖
は
、
両
国
が
か
ね
て
か
ら
抱
え
て
き

た
問
題
を
改
め
て
浮
き
彫
り
に
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
こ
で
の
混
乱
を
よ
り
複
雑
で
対
処
困
難
な
も
の
と
し
て
い
っ
た
。
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「
ア
ラ
ブ
の
春
」
の
悪
循
環
は
こ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
パ
レ
ス
チ
ナ
に
も
飛
び
火
し
た
。
二
〇
一
四
年
七
月
、
ヨ
ル
ダ
ン

川
西
岸
地
区
で
の
ユ
ダ
ヤ
人
宗
教
学
生
三
人
の
誘
拐
殺
人
事
件
を
き
っ
か
け
に
、
イ
ス
ラ
エ
ル
は
、
ハ
マ
ー
ス
が
実
効
支
配

す
る
ガ
ザ
地
区
に
空
爆
と
地
上
攻
撃
を
行
い
、
ハ
マ
ー
ス
側
も
報
復
と
し
て
イ
ス
ラ
エ
ル
領
内
に
ロ
ケ
ッ
ト
弾
攻
撃
を
行
っ

た
。
両
者
は
八
月
末
に
無
期
限
停
戦
に
合
意
し
た
も
の
の
、
こ
れ
に
よ
り
、
二
〇
〇
〇
年
以
降
暗
礁
に
乗
り
上
げ
た
ま
ま
の

中
東
和
平
プ
ロ
セ
ス
の
再
開
や
、
ハ
マ
ー
ス
と
フ
ァ
タ
ハ
の
挙
国
一
致
体
制
の
深
化
が
期
待
さ
れ
て
い
た
パ
レ
ス
チ
ナ
情
勢

に
さ
ら
な
る
暗
雲
が
立
ち
こ
め
た
。

「
ア
ラ
ブ
の
心
臓
」
と
は
ど
こ
か

　
「
紛
争
の
ド
ミ
ノ
」、「
混
沌
の
ド
ミ
ノ
」
と
で
も
言
う
べ
き
惨
状
は
、
ア
ラ
ブ
湾
岸
地
域
や
マ
グ
リ
ブ（
北
ア
フ
リ
カ
）地
域

と
い
っ
た
ア
ラ
ブ
世
界
の
そ
れ
以
外
の
地
域
、
さ
ら
に
は
イ
ラ
ン
、
ト
ル
コ
を
含
め
た
中
東
全
体
に
も
影
響
を
お
よ
ぼ
し
て

い
る
。
し
か
し
、
過
去
数
年
に
お
け
る
混
乱
の
連
鎖
を
俯
瞰
す
る
と
、
そ
の
主
要
な
当
事
者
、
そ
し
て
主
戦
場
が
、
か
つ
て

「
ア
ラ
ブ
の
心
臓
」
と
表
さ
れ
た
国
々
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。

　
「
ア
ラ
ブ
の
心
臓
」
と
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
色
が
強
く
、
野
心
的
で
、
な
お
か
つ
あ
る
種
時
代
錯
誤
な
概
念
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
言
葉
は
、
一
九
五
〇
年
代
か
ら
六
〇
年
代
に
か
け
て
、
ア
ラ
ブ
民
族
主
義
の
名
の
も
と
に
「
革
命
」
を
成
就
し
た
エ
ジ

プ
ト
、
シ
リ
ア
、
イ
ラ
ク
と
い
っ
た
国
々
の
為
政
者
や
政
治
組
織
が
、
自
ら
を
「
ア
ラ
ブ
の
盟
主
」
と
自
負
す
る
際
に
好
ん

で
用
い
た
言
葉
で
あ
る
。
ア
ラ
ビ
ア
語
で
は
「
ウ
ル
ー
バ（
ア
ラ
ブ
性
）の
心
臓
」（Q

alb al- ‘U
rūba

）、
な
い
し
は
「
鼓
動
す
る

ウ
ル
ー
バ
の
心
臓
」（Q

alb al- ‘U
rūba al-N

ābid.

）と
言
わ
れ
、
英
語
で
は
「the heartland of the A

rab nationalism

」、

「the A
rab heartland

」、「the cultural heartland of the A
rab w

orld
」
な
ど
と
訳
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
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「
ア
ラ
ブ
の
心
臓
」
に
ア
ラ
ブ
世
界
の
ど
こ
が
含
ま
れ
る
か
と
い
う
明
確
な
定
義
は
な
く
、
そ
の
領
域
は
曖
昧
で
あ
る
。

「
ア
ラ
ブ
の
心
臓
」
は
、「
ア
ラ
ブ
の
盟
主
」
を
自
認
す
る
一
国
だ
け
を
指
す
も
の
で
は
な
い
し
、
ア
ラ
ブ
世
界
を
構
成
す
る

地
理
的
な
下
位
区
分
で
あ
る
東
ア
ラ
ブ
地
域（
マ
シ
ュ
リ
ク
）、
ア
ラ
ブ
湾
岸
地
域
、
ナ
イ
ル
川
流
域
、
マ
グ
リ
ブ
地
域
の
い

ず
れ
か
に
合
致
す
る
も
の
で
も
な
い
。
だ
が
、
本
書
で
は
、
近
現
代
に
お
け
る
中
東
の
政
治
、
社
会
、
そ
し
て
文
化
を
牽
引

し
て
き
た
エ
ジ
プ
ト
と
東
ア
ラ
ブ
地
域
を
「
ア
ラ
ブ
の
心
臓
」
と
位
置
づ
け
て
、
話
を
進
め
て
い
き
た
い
。

「
文
明
の
十
字
路
」

　

中
東
の
歴
史
、
な
か
で
も
政
治
史
を
語
る
に
あ
た
っ
て
、
本
書
で
言
う
と
こ
ろ
の
「
ア
ラ
ブ
の
心
臓
」
を
そ
の
本
流
に
据

え
る
こ
と
に
違
和
感
を
覚
え
る
者
は
多
く
な
い
よ
う
に
思
う
。
事
実
、
い
わ
ゆ
る
高
等
教
育
レ
ベ
ル
の
世
界
史
を
思
い
浮
か

べ
て
み
る
と
、
エ
ジ
プ
ト
と
東
ア
ラ
ブ
地
域
は
「
文
明
の
十
字
路
」
と
し
て
、
古
代
か
ら
現
代
に
い
た
る
歴
史
の
な
か
で
間

断
な
く
登
場
し
、
各
時
代
の
政
治
や
文
化
に
お
い
て
先
駆
的
な
役
割
を
担
っ
て
き
た
と
紹
介
さ
れ
る
。

　

有
史
以
来
の
歴
史
を
振
り
返
る
と
、「
ア
ラ
ブ
の
心
臓
」
は
オ
リ
エ
ン
ト
文
明
発
祥
の
地
に
し
て
、
古
代
史
の
主
要
な
舞

台
の
一
つ
で
あ
り
、
農
耕
、
交
易
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
な
ど
が
古
く
か
ら
発
達
し
、
古
代
エ
ジ
プ
ト
、
ウ
ル
、
ウ
ル
ク
、
バ

ビ
ロ
ン
、
ア
ッ
シ
リ
ア
、
ア
ラ
ム
、
フ
ェ
ニ
キ
ア
、
古
代
イ
ス
ラ
エ
ル
と
い
っ
た
都
市
国
家
や
領
域
国
家
を
育
ん
で
き
た
。

ま
た
ア
レ
キ
サ
ン
ド
ロ
ス（
在
位
紀
元
前
三
三
六
～
紀
元
前
三
二
三
年
）に
よ
る
東
方
遠
征
後
に
生
じ
た
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
時
代
に
お

い
て
も
、
セ
レ
ウ
コ
ス
朝（
紀
元
前
三
一
二
～
紀
元
前
六
四
年
）、
プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス
朝（
紀
元
前
三
〇
四
～
紀
元
前
三
〇
年
）と
い
っ

た
王
朝
が
繁
栄
し
た
。
そ
の
後
、
ロ
ー
マ
帝
国（
紀
元
前
二
七
～
三
九
五
年
）を
経
て
、
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国（
三
九
五
～
一
四
五
三
年
）

の
時
代
に
入
っ
て
以
降
も
、「
ア
ラ
ブ
の
心
臓
」
は
そ
の
歴
史
の
不
可
欠
な
一
部
を
な
し
て
き
た
。
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ユ
ダ
ヤ
教
、
キ
リ
ス
ト
教
と
い
っ
た
唯
一
神
教
が
成
立
し
た
の
も
こ
の
地
域
だ
っ
た
。
七
世
紀
に
ア
ラ
ビ
ア
半
島
に
お
い

て
預
言
者
ム
ハ
ン
マ
ド
が
興
し
た
イ
ス
ラ
ー
ム
教
も
、
ダ
マ
ス
カ
ス
を
首
都
と
す
る
ウ
マ
イ
ヤ
朝（
六
六
一
～
七
五
〇
年
）や
、

バ
グ
ダ
ー
ド
を
首
都
と
す
る
ア
ッ
バ
ー
ス
朝（
七
五
〇
～
一
二
五
八
年
）の
も
と
で
拡
大
し
て
い
っ
た
。

近
現
代
に
お
け
る
中
東
の
「
智
」

　

中
世
に
入
る
と
「
ア
ラ
ブ
の
心
臓
」
は
、
十
字
軍
遠
征（
一
〇
九
六
～
一
二
七
〇
年
）や
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
の
侵
攻（
一
三
世
紀
）

に
よ
っ
て
衰
退
し
、
そ
の
後
は
オ
ス
マ
ン
帝
国（
一
二
九
九
～
一
九
二
二
年
）の
支
配
下
に
置
か
れ
た
。
だ
が
、
近
現
代
を
迎
え

る
と
、
そ
の
先
駆
的
存
在
を
再
び
顕
現
し
た
。
欧
州
列
強
の
進
出
に
よ
っ
て
世
界
各
地
で
近
代
化
が
始
ま
る
と
、「
ア
ラ
ブ

の
心
臓
」
は
文
化
、
政
治
、
社
会
と
い
っ
た
領
域
で
こ
れ
を
牽
引
し
、
中
東
の
「
智
」
を
体
現
し
て
い
っ
た
。

　

中
東
に
お
け
る
近
代
の
到
来
は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
・
ボ
ナ
パ
ル
ト
の
エ
ジ
プ
ト
遠
征（
一
七
九
八
年
）に
よ
る
「
西
洋
近
代
」

と
の
接
触
を
起
点
と
し
て
い
た
。
こ
こ
で
言
う
「
西
洋
近
代
」
と
は
、
官
僚
機
構
、
近
代
軍
、
国
民
教
育
に
代
表
さ
れ
る
、

国
家
機
関
、
資
本
主
義
的
生
産
様
式
、
合
理
主
義
的
思
考
様
式
な
ど
、
欧
州
列
強
の
発
展
を
支
え
て
き
た
諸
要
素
の
総
体
を

意
味
し
、
そ
れ
と
の
接
触
は
、
一
方
で
憧
憬
や
模
倣
へ
の
志
向
を
、
他
方
で
政
治
、
経
済
、
文
化
面
で
の
従
属
へ
の
恐
怖
や

拒
否
の
念
を
喚
起
し
た
。

　

ナ
ポ
レ
オ
ン
の
遠
征
に
伴
う
混
乱
の
な
か
で
、
エ
ジ
プ
ト
に
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
リ
ー
朝（
一
八
〇
五
～
一
九
五
三
年
）が
成
立

し
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
か
ら
事
実
上
独
立
す
る
と
、
同
王
朝
は
自
ら
の
国
家
や
社
会
の
後
進
性
を
克
服
す
る
べ
く
、
近
代
軍
の

創
設
、
造
船
所
、
官
営
工
場
、
印
刷
所
の
建
設
、
商
品
作
物
生
産
の
奨
励
、
農
作
物
の
専
売
、
教
育
制
度
の
改
革
な
ど
を
推

し
進
め
て
い
っ
た
。
ま
た
一
八
三
〇
年
か
ら
四
一
年
に
か
け
て
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
リ
ー
朝
の
支
配
を
受
け
た
東
ア
ラ
ブ
地
域
、
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な
か
で
も
「
シ
ャ
ー
ム
の
く
に
ぐ
に
」
と
呼
ば
れ
た
地
域（
今
日
の
シ
リ
ア
、
レ
バ
ノ
ン
、
ヨ
ル
ダ
ン
、
パ
レ
ス
チ
ナ
／
イ
ス
ラ
エ

ル
、
イ
ラ
ク
北
部
、
ト
ル
コ
南
部
か
ら
な
る
地
域
。「
歴
史
的
シ
リ
ア
」、「
大
シ
リ
ア
」
と
も
呼
ば
れ
る
）に
も
近
代
の
息
吹
は
も
た
ら

さ
れ
、
そ
の
後
の
オ
ス
マ
ン
帝
国
下
で
の
タ
ン
ズ
ィ
ー
マ
ー
ト（
一
八
三
九
～
七
六
年
）や
ミ
ド
ハ
ト
憲
法（
一
八
七
六
年
）の
も

と
で
、
近
代
化
へ
の
道
を
歩
ん
で
い
っ
た
。

　

こ
う
し
た
「
上
か
ら
の
近
代
化
」
の
試
み
は
、
英
国
に
よ
る
エ
ジ
プ
ト
支
配（
一
八
八
二
～
一
九
二
二
年
、
一
九
一
四
年
に
正

式
に
保
護
領
化
）や
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
へ
の
欧
州
列
強
の
執
拗
な
干
渉（
い
わ
ゆ
る
東
方
問
題
）に
よ
っ
て
困
難
を
極
め
た
。
だ
が

そ
の
一
方
で
、
当
時
の
有
識
者
ら
は
、「
西
洋
近
代
」
に
対
峙
す
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
探
求
す
る
な
か
で
、
自
ら
の
社

会
の
衰
退
を
い
か
に
克
服
し
、
繁
栄
を
享
受
す
る
か
に
思
い
を
め
ぐ
ら
せ
た
。
彼
ら
は
、
ア
ラ
ビ
ア
語
を
母
語
と
す
る
ア
ラ

ブ
人
と
し
て
の
自
我（
ウ
ル
ー
バ
）、
な
い
し
は
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
と
し
て
の
自
我
に
目
覚
め
、
ア
ラ
ビ
ア
語
の
近
代
化
や
、

イ
ス
ラ
ー
ム
教
の
信
仰
と
近
代
化
と
の
両
立
を
め
ざ
し
た
。
彼
ら
の
思
索
的
営
為
は
、
ほ
ど
な
く
ア
ラ
ブ
民
族
主
義
、
イ
ス

ラ
ー
ム
主
義（
よ
り
厳
密
に
言
う
と
イ
ス
ラ
ー
ム
復
興
主
義
）と
し
て
結
実
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
二
つ
の
思
想
潮
流
が
興
隆
す
る

主
要
な
舞
台
と
な
っ
た
の
は
、
ほ
か
な
ら
ぬ
「
ア
ラ
ブ
の
心
臓
」、
と
り
わ
け
エ
ジ
プ
ト
、
シ
リ
ア
、
レ
バ
ノ
ン
だ
っ
た）（
（

。

政
治
に
お
け
る
ア
ラ
ブ
民
族
主
義
と
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義

　

ア
ラ
ブ
民
族
主
義
と
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義
は
、
二
〇
世
紀
に
入
る
と
、
社
会
運
動
、
国
家
建
設
や
政
権
掌
握
・
運
営
の
指
針

と
し
て
の
政
治
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
へ
と
発
展
を
遂
げ
た
。
こ
の
う
ち
、
ア
ラ
ブ
民
族
主
義
は
、
一
九
五
二
年
の
エ
ジ
プ
ト
で
の

「
七
月
革
命
」
で
政
権
の
座
に
つ
い
た
ガ
マ
ー
ル
・
ア
ブ
ド
ゥ
ン
ナ
ー
ス
ィ
ル（
ナ
セ
ル
）大
統
領（
在
職
一
九
五
六
～
七
〇
年
）の

も
と
で
唱
道
さ
れ
た
。
ナ
セ
ル
大
統
領
は
、
一
九
五
六
年
の
第
二
次
中
東
戦
争
で
の
英
仏
・
イ
ス
ラ
エ
ル
へ
の
政
治
的
勝
利
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に
よ
り
一
躍
名
声
を
挙
げ
、
エ
ジ
プ
ト
と
シ
リ
ア
の
合
邦（
ア
ラ
ブ
連
合
共
和
国
。
一
九
五
八
～
六
一
年
）な
ど
を
通
じ
て
ア
ラ
ブ

統
一
を
め
ざ
す
一
方
、
非
同
盟
諸
国
の
連
帯
強
化
に
務
め
、
第
三
世
界
の
盟
主
と
し
て
も
知
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

ま
た
、
東
ア
ラ
ブ
地
域
で
は
、
社
会
主
義
思
想
の
影
響
を
色
濃
く
受
け
た
ア
ラ
ブ
・
バ
ア
ス
主
義
を
掲
げ
る
バ
ア
ス
党

（
正
式
名
ア
ラ
ブ
社
会
主
義
バ
ア
ス
党
）が
勢
力
を
伸
張
し
、
一
九
六
三
年
に
は
シ
リ
ア
で
、
六
八
年
に
は
イ
ラ
ク
で
「
バ
ア
ス

革
命
」
を
実
行
し
、
政
権
を
掌
握
し
た
。
シ
リ
ア
の
バ
ア
ス
党
政
権
は
、
三
〇
年
に
わ
た
る
ハ
ー
フ
ィ
ズ
・
ア
サ
ド
前
大
統

領（
在
職
一
九
七
一
～
二
〇
〇
〇
年
）の
支
配
を
経
て
、
バ
ッ
シ
ャ
ー
ル
・
ア
サ
ド
現
大
統
領（
二
〇
〇
〇
年
就
任
）に
引
き
継
が
れ

る
一
方
、
イ
ラ
ク
の
バ
ア
ス
党
政
権
は
、
イ
ラ
ク
戦
争
で
サ
ッ
ダ
ー
ム
・
フ
サ
イ
ン（
フ
セ
イ
ン
）大
統
領（
在
職
一
九
七
九
～
二

〇
〇
三
年
）が
権
力
の
座
を
追
わ
れ
る
二
〇
〇
三
年
ま
で
続
い
た
。
こ
れ
ら
ア
ラ
ブ
民
族
主
義
政
権
は
、
内
政
に
お
い
て
は
社

会
的
不
正
の
是
正
を
訴
え
、
農
地
改
革
や
基
幹
産
業
の
育
成
を
め
ざ
し
た
。
だ
が
、
政
権
基
盤
を
強
化
す
る
た
め
に
政
敵
を

排
除
し
、
政
治
参
加
の
機
会
を
制
限
し
た
た
め
、
そ
の
政
治
体
制
は
徐
々
に
権
威
主
義
化
し
て
い
っ
た）（
（

。

　

一
方
、
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義
は
二
〇
世
紀
に
入
る
と
政
治
的
イ
ス
ラ
ー
ム
と
呼
ば
れ
る
段
階
を
迎
え
、
初
期
イ
ス
ラ
ー
ム
教

徒（
サ
ラ
フ
）を
範
と
し
た
社
会
秩
序
の
実
現
を
め
ざ
し
て
い
っ
た
。
そ
の
た
め
の
手
段
と
し
て
、
大
衆
主
義
に
依
拠
し
、
布

教（
ダ
ア
ワ
）を
通
じ
た
漸
進
的
な
変
革
を
め
ざ
す
穏
健
路
線
と
、
前
衛
集
団
の
闘
争（
ジ
ハ
ー
ド
）を
通
じ
て
国
家
転
覆
や
社
会

の
抜
本
改
革
を
め
ざ
す
急
進
路
線
の
二
つ
の
方
法
が
提
起
さ
れ
た
。
穏
健
路
線
を
採
用
し
た
も
っ
と
も
代
表
的
な
組
織
は
、

一
九
二
八
年
に
エ
ジ
プ
ト
で
発
足
し
た
ム
ス
リ
ム
同
胞
団
で
あ
り
、
そ
の
草
の
根
的
な
活
動
に
よ
っ
て
、
エ
ジ
プ
ト
、
ヨ
ル

ダ
ン
、
パ
レ
ス
チ
ナ
な
ど
で
多
く
の
支
持
者
を
獲
得
し
て
い
っ
た）（
（

。
こ
れ
に
対
し
、
急
進
路
線
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
過
激
派

（
な
い
し
は
ジ
ハ
ー
ド
主
義
者
）と
称
さ
れ
る
過
激
な
集
団
・
個
人
に
よ
っ
て
推
し
進
め
ら
れ
た
。
代
表
的
な
組
織
と
し
て
は
、

一
九
八
一
年
に
エ
ジ
プ
ト
で
ア
ン
ワ
ル
・
サ
ー
ダ
ー
ト
大
統
領
暗
殺
を
敢
行
し
た
ジ
ハ
ー
ド
団
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
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ま
た
、
ウ
サ
ー
マ
・
ビ
ン
・
ラ
ー
デ
ィ
ン（
二
〇
一
一
年
五
月
に
死
去
）が
指
導
し
た
ア
ル
＝
カ
ー
イ
ダ
、
そ
し
て
そ
れ
と
思
考

や
行
動
様
式
を
共
有
す
る
各
地
の
ア
ル
＝
カ
ー
イ
ダ
系）（
（

武
装
集
団
も
こ
の
路
線
に
分
類
で
き
る）（
（

。

宗
派
主
義
の
呪
縛

　

こ
の
よ
う
に
「
ア
ラ
ブ
の
心
臓
」
は
、
近
現
代
の
中
東
の
「
智
」
を
体
現
す
る
先
駆
的
役
割
を
担
っ
て
き
た
が
、
そ
こ
で

の
政
治
的
経
験
は
必
ず
し
も
順
風
満
帆
で
は
な
く
、
多
く
の
苦
難
を
伴
っ
て
き
た
。

　

第
一
次
大
戦
後
の
「
ア
ラ
ブ
の
心
臓
」
は
、
サ
イ
ク
ス
・
ピ
コ
協
定（
一
九
一
六
年
）の
密
約
に
沿
う
か
た
ち
で
委
任
統
治

（
エ
ジ
プ
ト
は
保
護
領
と
し
て
の
支
配
）の
も
と
に
置
か
れ
、
恣
意
的
な
国
境
画
定
に
よ
っ
て
人
工
国
家
群
へ
と
分
断
さ
れ
て
い

っ
た
。
同
地
域
で
は
、
一
九
二
二
年
に
エ
ジ
プ
ト
が
英
国
か
ら
独
立
し
た
の
を
皮
切
り
に（
完
全
独
立
は
五
六
年
）、
三
二
年
に

は
イ
ラ
ク
、
四
六
年
に
は
ヨ
ル
ダ
ン
の
前
身
と
な
る
ト
ラ
ン
ス
ヨ
ル
ダ
ン
が
英
国
か
ら
、
四
三
年
に
は
レ
バ
ノ
ン
、
四
六
年

に
は
シ
リ
ア
が
フ
ラ
ン
ス
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
。
だ
が
、
こ
れ
ら
の
人
工
国
家
群
か
ら
な
る
政
治
秩
序
は
、
ア
ラ
ブ
民

族
主
義
、
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義
が
想
定
し
た
支
配
領
域
か
ら
す
る
と
き
わ
め
て
限
定
的
で
、
ま
た
フ
サ
イ
ン
・
マ
ク
マ
ホ
ン
協

定（
一
九
一
五
年
）に
沿
っ
て
メ
ッ
カ
の
シ
ャ
リ
ー
フ（
太
守
）で
あ
る
フ
ァ
イ
サ
ル
・
ブ
ン
・
フ
サ
イ
ン
が
ダ
マ
ス
カ
ス
を
首
都

と
し
て
一
時
建
国
し
た
ア
ラ
ブ
王
国（
一
九
二
〇
年
三
～
七
月
）の
版
図
に
も
達
し
て
い
な
か
っ
た
。

　
「
ア
ラ
ブ
の
心
臓
」
の
分
断
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
宗
教
・
宗
派
集
団
、
民
族
・
エ
ス
ニ
ッ
ク
集
団
が
混
住
し
、「
モ
ザ
イ
ク
社

会
」
を
な
す
こ
の
地
域
に
対
す
る
一
九
世
紀
半
ば
以
降
の
欧
州
列
強
の
干
渉
政
策
、
い
わ
ゆ
る
「
東
方
問
題
的
ア
プ
ロ
ー

チ
」
の
既
定
路
線
に
沿
っ
た
も
の
だ
っ
た）（
（

。
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
弱
体
化
を
狙
う
欧
州
列
強
は
、
特
定
の
宗
派
集
団
へ
の
利
益

誘
導
を
通
じ
て
帝
国
領
内
に
橋
頭
堡
を
築
く
一
方
、
政
治
学
で
言
う
と
こ
ろ
の
社
会
的
亀
裂）（
（

を
助
長
し
、
そ
の
分
断
を
図
ろ
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う
と
し
て
き
た
。
そ
の
典
型
が
ク
リ
ミ
ア
戦
争（
一
八
五
三
～
五
六
年
）の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
エ
ル
サ
レ
ム
の
キ
リ
ス
ト
教
聖

地
の
管
理
権
や
レ
バ
ノ
ン
山
地
地
方
へ
の
権
力
伸
張
を
め
ぐ
る
英
仏
露
の
綱
引
き
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
ロ
シ
ア
が
ギ
リ
シ
ャ

正
教
徒
の
保
護
を
主
張
す
る
一
方
、
フ
ラ
ン
ス
が
キ
リ
ス
ト
教
マ
ロ
ン
派
な
ど
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
系
の
諸
派
を
、
英
国

が
イ
ス
ラ
ー
ム
教
ド
ゥ
ル
ー
ズ
派
を
そ
れ
ぞ
れ
後
援
す
る
こ
と
で
対
抗
し
、「
モ
ザ
イ
ク
社
会
」
に
列
強
の
勢
力
争
い
を
投

影
し
て
い
っ
た
。

　

委
任
統
治
支
配
は
こ
う
し
た
傾
向
に
さ
ら
に
拍
車
を
か
け
、
ア
ラ
ブ
諸
国
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
か
た
ち
で
宗
派
紛
争
の
芽
が

植
え
つ
け
ら
れ
て
い
っ
た
。
例
え
ば
、
イ
ス
ラ
ー
ム
教
ス
ン
ナ
派
、
シ
ー
ア
派（
一
二
イ
マ
ー
ム
派
）、
キ
リ
ス
ト
教
マ
ロ
ン

派
な
ど
一
〇
を
超
え
る
宗
教
・
宗
派
集
団
が
混
住
す
る
レ
バ
ノ
ン
で
は
、
宗
教
・
宗
派
集
団
の
人
口
比
に
応
じ
て
公
的
ポ
ス

ト
や
そ
の
権
能
を
比
例
代
表
的
に
配
分
す
る
宗
派
制
度
が
導
入
さ
れ
、
宗
教
・
宗
派
集
団
へ
の
帰
属
が
そ
こ
で
の
政
治
的
営

為
を
規
定
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
イ
ス
ラ
ー
ム
教
ス
ン
ナ
派
が
多
数
派
を
な
す
シ
リ
ア
で
は
、
ス
ン
ナ
派
居
住
地
域

の
行
政
区
画
を
頻
繁
に
変
更
す
る
こ
と
で
、
地
域
間
の
ラ
イ
バ
ル
意
識
が
助
長
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
イ
ラ
ク
で
は
、
オ
ス
マ

ン
帝
国
に
お
い
て
異
な
る
地
理
的
区
分
の
も
と
に
置
か
れ
て
い
た
諸
地
域
が
強
引
に
統
合
さ
れ
、
イ
ス
ラ
ー
ム
教
ス
ン
ナ
派
、

シ
ー
ア
派
、
ク
ル
ド
人
が
混
在
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
委
任
統
治
時
代
の
こ
う
し
た
操
作
に
よ
り
、
独
立
後
の
ア
ラ
ブ
各
国

に
お
い
て
は
、
宗
教
・
宗
派
、
民
族
・
エ
ス
ニ
ッ
ク
集
団
へ
の
帰
属
が
そ
の
時
々
の
政
局
に
お
い
て
こ
と
さ
ら
強
調
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た）（
（

。

パ
レ
ス
チ
ナ
問
題

　
「
ア
ラ
ブ
の
心
臓
」
の
苦
難
は
、
宗
派
主
義
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
英
国
に
よ
る
バ
ル
フ
ォ
ア
宣
言（
一
九
一
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七
年
）に
則
る
か
た
ち
で
、
シ
オ
ニ
ズ
ム
を
抱
く
欧
州
の
ユ
ダ
ヤ
人
が
パ
レ
ス
チ
ナ
の
地
を
占
拠
し
、
そ
こ
で
暮
ら
す
ア
ラ

ブ
人（
パ
レ
ス
チ
ナ
人
）を
排
除
し
、
一
九
四
八
年
に
イ
ス
ラ
エ
ル
建
国
を
宣
言
す
る
と
、
同
地
域
は
、
パ
レ
ス
チ
ナ
問
題
、

な
い
し
は
よ
り
広
く
は
ア
ラ
ブ
・
イ
ス
ラ
エ
ル
紛
争
と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
る
政
治
的
懸
案
を
抱
え
込
む
こ
と
に
な
っ
た
。

イ
ス
ラ
エ
ル
建
国
に
根
拠
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
シ
オ
ニ
ズ
ム
は
、
一
九
世
紀
半
ば
以
降
の
欧
州
に
お
け
る
反
ユ
ダ
ヤ
主

義
へ
の
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
と
し
て
興
隆
し
た
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
あ
り
、
そ
れ
が
今
や
、
欧
州
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
で
は
な
く
、

ア
ラ
ブ
民
族
主
義
や
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義
と
相
互
排
他
的
に
対
立
す
る
こ
と
に
よ
り
、
際
限
の
な
い
紛
争
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

パ
レ
ス
チ
ナ
問
題
は
当
初
、
イ
ス
ラ
エ
ル
と
「
ア
ラ
ブ
の
心
臓
」
を
構
成
す
る
国
家
、
と
り
わ
け
エ
ジ
プ
ト
、
シ
リ
ア
を

中
心
と
す
る
国
家
間
紛
争
と
し
て
推
移
し
た
。
こ
こ
に
お
い
て
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
存
在
は
、
ア
ラ
ブ
統
一
や
欧
米
諸
国
の
従

属
か
ら
の
脱
却
を
阻
害
す
る
直
接
的
脅
威
と
目
さ
れ
、
ア
ラ
ブ
各
国
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
利
害
や
思
惑
に
よ
っ
て
足
並
み

の
乱
れ
が
生
じ
る
こ
と
は
あ
っ
た
も
の
の
、
基
本
路
線
と
し
て
イ
ス
ラ
エ
ル
に
二
正
面
作
戦
を
強
い
る
こ
と
で
対
抗
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
戦
略
は
、
一
九
六
七
年
の
第
三
次
中
東
戦
争
に
よ
っ
て
、
ア
ラ
ブ
諸
国
が
イ
ス
ラ
エ
ル
に
大
敗
を
喫
し
、
エ

ジ
プ
ト
の
シ
ナ
イ
半
島
と
ガ
ザ
地
区
、
ヨ
ル
ダ
ン
の
ヨ
ル
ダ
ン
川
西
岸
地
区
、
シ
リ
ア
の
ゴ
ラ
ン
高
原
、
レ
バ
ノ
ン
の
シ
ャ

ブ
ア
ー
農
場
・
カ
フ
ル
シ
ュ
ー
バ
ー
が
占
領
さ
れ
る
に
い
た
り
、
限
界
を
露
呈
し
た
。

　

第
三
次
中
東
戦
争
で
の
大
敗
以
降
、
イ
ス
ラ
エ
ル
と
の
闘
争
は
、「
ア
ラ
ブ
の
心
臓
」
を
構
成
す
る
国
家
よ
り
も
、
パ
レ

ス
チ
ナ
人
自
身
に
よ
っ
て
主
導
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
フ
ァ
タ
ハ
が
主
導
す
る
パ
レ
ス
チ
ナ
解
放
機
構（
Ｐ
Ｌ
Ｏ
）が
ヨ
ル
ダ

ン
や
レ
バ
ノ
ン
で
勢
力
を
伸
張
し
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
自
国
を
不
意
の
戦
争
に
巻
き
込
み
兼
ね
な
い
Ｐ
Ｌ
Ｏ
の
活
動
は
、

ア
ラ
ブ
各
国
に
と
っ
て
必
ず
し
も
好
ま
し
い
も
の
で
は
な
く
、
一
九
七
〇
年
九
月
に
発
生
し
た
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
事
件
を
契
機
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に
、
ヨ
ル
ダ
ン
の
フ
サ
イ
ン
・
ブ
ン
・
タ
ラ
ー
ル
国
王（
在
位
一
九
五
三
～
九
九
年
）が
ま
ず
、
Ｐ
Ｌ
Ｏ
を
は
じ
め
と
す
る
パ
レ

ス
チ
ナ
・
ゲ
リ
ラ
の
追
放
を
断
行
し
た（「
黒
い
九
月
事
件
」）。
ヨ
ル
ダ
ン
を
追
わ
れ
た
Ｐ
Ｌ
Ｏ
は
活
動
拠
点
を
レ
バ
ノ
ン
南

部
に
移
し
、
対
イ
ス
ラ
エ
ル
武
装
闘
争
の
継
続
を
め
ざ
し
た
。
だ
が
、
レ
バ
ノ
ン
で
は
パ
レ
ス
チ
ナ
人
と
の
連
帯
の
是
非
を

め
ぐ
り
次
第
に
対
立
が
激
化
し
、
一
九
七
五
年
か
ら
九
〇
年
ま
で
の
二
五
年
に
わ
た
り
内
戦（
レ
バ
ノ
ン
内
戦
）に
見
舞
わ
れ

た
。
こ
の
内
戦
は
、
レ
バ
ノ
ン
国
内
の
各
派
に
よ
る
際
限
の
な
い
暴
力
の
応
酬
を
も
た
ら
す
一
方
、
イ
ス
ラ
エ
ル
、
シ
リ
ア

の
軍
事
介
入
を
も
た
ら
し
、
一
九
八
二
年
の
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
の
ベ
イ
ル
ー
ト
侵
攻
に
よ
り
、
Ｐ
Ｌ
Ｏ
は
チ
ュ
ニ
ジ
ア
へ
の
撤

退
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
内
戦
で
疲
弊
し
た
レ
バ
ノ
ン
は
最
終
的
に
は
、
シ
リ
ア
の
実
効
支
配
を
認
め
る
か
た
ち
で
混
乱
を

収
束
さ
せ
、
こ
の
状
態
は
二
〇
〇
五
年
の
「
杉
の
木
革
命
」
発
生
時
ま
で
続
い
た）（
（

。

　

一
方
、
エ
ジ
プ
ト
は
、
一
九
七
八
年
九
月
に
米
国
の
仲
介
の
も
と
、
イ
ス
ラ
エ
ル
と
キ
ャ
ン
プ
・
デ
ー
ヴ
ィ
ッ
ド
合
意
を

交
わ
し
、
パ
レ
ス
チ
ナ
問
題
か
ら
離
脱
、
七
九
年
に
イ
ス
ラ
エ
ル
と
和
平
条
約
を
締
結
し
、
シ
ナ
イ
半
島
を
回
復
し
た
。
エ

ジ
プ
ト
と
イ
ス
ラ
エ
ル
の
単
独
講
和
に
よ
っ
て
、
前
線
国
家
と
し
て
独
り
取
り
残
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
シ
リ
ア
は
、
イ
ス

ラ
エ
ル
に
対
す
る
軍
事
的
劣
勢
に
対
処
す
る
た
め
、
武
装
闘
争
の
「
外
注
」
を
開
始
し
、
パ
レ
ス
チ
ナ
諸
派
や
レ
バ
ノ
ン
の

ヒ
ズ
ブ
ッ
ラ
ー
と
い
っ
た
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
組
織
を
物
心
両
面
で
支
援
す
る
こ
と
で
、
イ
ス
ラ
エ
ル
に
神
経
戦
を
挑
ん
だ
。

　

そ
の
後
、
パ
レ
ス
チ
ナ
問
題
は
、
東
西
冷
戦
終
結
と
と
も
に
解
決
に
向
け
て
大
き
く
動
き
出
し
た
か
に
見
え
た
。
ヨ
ル
ダ

ン
川
西
岸
地
区
や
ガ
ザ
地
区
で
の
パ
レ
ス
チ
ナ
民
衆
に
よ
る
イ
ン
テ
ィ
フ
ァ
ー
ダ（
蜂
起
。
第
一
次
は
一
九
八
七
年
勃
発
）を
経

て
、
一
九
九
一
年
一
〇
月
に
、
イ
ス
ラ
エ
ル
、
エ
ジ
プ
ト
、
シ
リ
ア
、
ヨ
ル
ダ
ン
、
レ
バ
ノ
ン
、
Ｐ
Ｌ
Ｏ
と
い
う
紛
争
当
事

者
が
初
め
て
一
堂
に
会
し
て
開
催
さ
れ
た
マ
ド
リ
ー
ド
中
東
和
平
国
際
会
議
を
機
に
、
イ
ス
ラ
エ
ル
と
ア
ラ
ブ
各
国
と
の
間

で
、「
土
地
と
平
和
の
交
換）（（
（

」
を
原
則
と
す
る
二
国
間
交
渉
が
本
格
化
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
一
九
九
三
年
九
月
に
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は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
と
Ｐ
Ｌ
Ｏ
が
オ
ス
ロ
合
意
を
結
び
、
関
係
正
常
化
が
実
現
し
た
。

　

オ
ス
ロ
合
意
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
と
Ｐ
Ｌ
Ｏ
の
相
互
承
認
に
基
づ
き
、
パ
レ
ス
チ
ナ
人
に
よ
る
自
治
政
府
の
設
立
と
紛
争
の

恒
久
的
解
決
を
目
的
と
し
た
も
の
で
、
最
終
地
位
交
渉
の
な
か
で
は
国
境
画
定
、
パ
レ
ス
チ
ナ
難
民
の
帰
還
権
、
イ
ス
ラ
エ

ル
入
植
地
の
処
遇
な
ど
の
問
題
も
扱
う
こ
と
と
し
た
。
こ
れ
に
基
づ
き
、
一
九
九
四
年
に
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア
か
ら
Ｐ
Ｌ
Ｏ
の
ヤ

ー
ス
ィ
ル
・
ア
ラ
フ
ァ
ー
ト
議
長（
在
職
一
九
六
九
～
二
〇
〇
四
年
）が
パ
レ
ス
チ
ナ
へ
帰
還
し
、
ガ
ザ
地
区
と
ヨ
ル
ダ
ン
川
西

岸
地
区
の
八
都
市）（（
（

で
暫
定
自
治
が
開
始
さ
れ
た
。
し
か
し
最
終
地
位
交
渉
は
延
々
と
し
て
進
ま
ず
、
二
〇
〇
〇
年
七
月
の
キ

ャ
ン
プ
・
デ
ー
ヴ
ィ
ッ
ド
Ⅱ
と
呼
ば
れ
る
両
者
の
交
渉
が
決
裂
し
て
以
降
、
事
態
は
膠
着
状
態
に
陥
り
、
双
方
に
よ
る
散
発

的
な
暴
力
、
テ
ロ
の
応
酬
が
繰
り
返
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
暫
定
自
治
を
主
導
し
た
フ
ァ
タ
ハ
の
指
導
者
ら
の
腐
敗

が
徐
々
に
表
面
化
し
、
そ
の
こ
と
が
ハ
マ
ー
ス
の
台
頭
や
、
フ
ァ
タ
ハ
と
ハ
マ
ー
ス
の
対
立
を
助
長
し
て
い
っ
た）（（
（

。

イ
ラ
ク
問
題

　

一
方
、
東
西
冷
戦
の
終
結
と
そ
れ
に
伴
う
米
国
の
一
極
体
制
の
成
立
は
、「
ア
ラ
ブ
の
心
臓
」
に
も
う
一
つ
の
深
刻
な
問

題
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
っ
た
。
一
九
九
〇
年
の
湾
岸
危
機
・
戦
争
に
端
を
発
す
る
い
わ
ゆ
る
イ
ラ
ク
問
題
で
あ
る
。
イ
ラ

ク
は
一
九
八
〇
年
代
を
通
じ
て
、「
イ
ス
ラ
ー
ム
革
命
」（
七
九
年
）を
実
現
し
た
イ
ラ
ン
の
ア
ラ
ブ
湾
岸
諸
国
へ
の
勢
力
伸
張

を
阻
止
す
る
防
波
堤
と
し
て
の
役
割
を
担
い
、
イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク
戦
争（
第
一
次
湾
岸
戦
争
。
八
〇
～
八
八
年
）に
際
し
て
、
米

国
、
ソ
連
、
そ
し
て
ア
ラ
ブ
湾
岸
諸
国
か
ら
の
支
援
を
受
け
る
こ
と
で
軍
事
大
国
と
し
て
の
成
長
を
遂
げ
て
い
た
。
し
か
し

同
戦
争
終
結
後
、
イ
ラ
ク
の
存
在
は
、
逆
に
ア
ラ
ブ
湾
岸
諸
国
の
安
全
保
障
上
の
脅
威
と
み
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
一
九

九
〇
年
八
月
の
イ
ラ
ク
軍
に
よ
る
ク
ウ
ェ
ー
ト
侵
攻
・
併
合
宣
言（
湾
岸
危
機
）に
対
処
す
る
た
め
、
米
英
を
主
体
と
す
る
多
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国
籍
軍
が
国
連
安
保
理
の
承
認
の
も
と
に
イ
ラ
ク
に
対
し
て
軍
事
介
入（
湾
岸
戦
争
）を
行
う
一
方
、
イ
ラ
ク
産
石
油
の
輸
出

禁
止
な
ど
の
制
裁
を
発
動
し
、
フ
セ
イ
ン
政
権
を
締
め
付
け
て
い
っ
た
。

　

イ
ラ
ク
問
題
は
九
・
一
一
事
件
の
発
生
を
機
に
大
き
な
転
換
点
を
迎
え
た
。「
テ
ロ
と
の
戦
い
」
と
「
民
主
化
」
を
両
輪

と
す
る
か
た
ち
で
独
断
的
な
対
外
政
策
を
推
し
進
め
る
ジ
ョ
ー
ジ
・
Ｗ
・
ブ
ッ
シ
ュ
政
権（
二
〇
〇
一
～
〇
九
年
）は
、
ア
ル
＝

カ
ー
イ
ダ
と
協
力
関
係
に
あ
っ
た
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
タ
ー
リ
バ
ー
ン
政
権
打
倒
を
主
導
し
た
の
ち
、
イ
ラ
ク
に
標
的
を
定

め
、
フ
セ
イ
ン
政
権
が
大
量
破
壊
兵
器
を
開
発
・
保
有
し
て
い
る
と
虚
偽
の
主
張
を
展
開
し
、
国
連
安
保
理
の
承
認
を
得
る

こ
と
な
く
、
有
志
連
合
を
率
い
て
二
〇
〇
三
年
に
イ
ラ
ク
に
軍
事
介
入
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
フ
セ
イ
ン
政
権
は
崩
壊
し
、

イ
ラ
ク
で
は
復
興
の
名
の
も
と
民
主
化
が
推
し
進
め
ら
れ
た
。
だ
が
、
レ
バ
ノ
ン
の
宗
派
制
度
を
想
起
さ
せ
る
よ
う
な
分
権

型
の
政
治
体
制
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
で
、
内
政
は
常
態
的
に
麻
痺
し
、
冒
頭
で
述
べ
た
イ
ス
ラ
ー
ム
国
の
台
頭
を
は
じ
め
と

す
る
脅
威
に
曝
さ
れ
る
な
ど
、
困
難
な
国
家
運
営
を
強
い
ら
れ
た）（（
（

。

本
書
の
目
的
─
─
「
ア
ラ
ブ
の
心
臓
」
を
め
ぐ
る
虚
像
と
実
像

　

こ
れ
ま
で
、
本
書
が
取
り
上
げ
る
「
ア
ラ
ブ
の
心
臓
」
の
過
去
を
、
近
現
代
を
中
心
に
振
り
返
り
、
中
東
の
「
智
」
を
体

現
す
る
と
い
う
側
面
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
紛
争
に
苦
悩
す
る
と
い
う
側
面
の
二
つ
に
注
目
し
て
き
た
。
こ
う
し
た
二
つ
の
側
面

を
見
る
こ
と
で
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、「
ア
ラ
ブ
の
心
臓
」
が
、
そ
の
華
や
か
な
歴
史
に
ふ
さ
わ
し
い
繁
栄
や
成
功
を
手

に
す
る
こ
と
な
く
、
パ
レ
ス
チ
ナ
問
題
、
イ
ラ
ク
問
題
、
そ
し
て
「
ア
ラ
ブ
の
春
」
と
い
っ
た
紛
争
の
連
鎖
の
な
か
で
疲
弊

し
、
中
東
に
お
け
る
存
在
感
を
低
下
さ
せ
て
い
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
傾
向
は
、
ア
ラ
ブ
世
界
を
構
成
す
る
そ
れ
以
外
の
地
域
、
と
り
わ
け
ア
ラ
ブ
湾
岸
諸
国
が
台
頭
す
る
な
か
で
、
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よ
り
鮮
明
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
を
中
心
と
す
る
こ
れ
ら
の
国
は
、
産
油
国
と
し
て
発
展
を
続
け
る
だ

け
で
な
く
、
一
九
九
〇
年
代
に
入
る
と
、
政
治
的
に
不
安
定
な
「
ア
ラ
ブ
の
心
臓
」
に
代
わ
っ
て
ビ
ジ
ネ
ス
拠
点
と
し
て
の

成
長
を
遂
げ
、
建
設
ブ
ー
ム
に
沸
く
一
方
、
ジ
ャ
ズ
ィ
ー
ラ
・
チ
ャ
ン
ネ
ル
や
ア
ラ
ビ
ー
ヤ
・
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
代
表
さ
れ
る

衛
星
放
送
ビ
ジ
ネ
ス
に
も
参
入
し
、「
新
た
な
中
東
」
と
し
て
注
目
を
浴
び
る
よ
う
に
な
っ
た）（（
（

。
こ
れ
に
対
し
て
、「
ア
ラ
ブ

の
心
臓
」
を
な
す
国
々
は
「
古
い
中
東
」
と
揶
揄
さ
れ
、
恒
常
的
な
不
安
定
さ
ゆ
え
に
敬
遠
さ
れ
が
ち
に
な
っ
た
。

　

し
か
し
、「
ア
ラ
ブ
の
心
臓
」
の
混
沌
は
、
人
道
的
な
立
場
に
お
い
て
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
報
道
、
学
術
研
究
、
さ
ら

に
は
政
策
提
言
と
い
っ
た
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て
も
決
し
て
周
縁
化
さ
れ
得
る
も
の
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、「
ア
ラ
ブ

の
心
臓
」
を
形
成
す
る
国
々
が
日
々
直
面
し
て
い
る
苦
難
は
、
中
東
全
体
が
抱
え
て
い
る
政
治
的
問
題
、
社
会
的
問
題
が
も

っ
と
も
先
鋭
的
な
か
た
ち
で
発
現
し
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
そ
の
実
態
を
把
握
す
る
こ
と
こ
そ
が
、
中
東
の
今
を
理
解
す
る

第
一
歩
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、「
ア
ラ
ブ
の
心
臓
」
を
な
す
国
々
を
含
む
中
東
の
政
治
は
、「
イ
ス
ラ
ー
ム
過
激
派
」、「
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義
」、

「
宗
派
」、「
民
主
化
」、「
混
乱
」、「
テ
ロ
」、「
独
裁
」、「
外
国
の
干
渉
」
と
い
っ
た
概
念
を
単
線
的
に
組
み
合
わ
せ
る
こ
と

で
、
分
析
、
解
釈
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
例
え
ば
、「
ア
ラ
ブ
の
春
」
は
、
長
期
「
独
裁
」
に
対
す
る
民
衆
の
抗
議
運
動
に

よ
る
「
民
主
化
」
と
い
う
二
項
対
立
の
も
と
で
捉
え
ら
れ
、「
独
裁
」
を
悪
、「
民
主
化
」
を
善
と
位
置
づ
け
た
う
え
で
、

「
独
裁
」
は
倒
れ
、「
民
主
化
」
が
実
現
す
る
は
ず
で
あ
る
、
な
い
し
は
実
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
勧
善
懲
悪
的
な

予
定
調
和
と
し
て
解
釈
さ
れ
が
ち
で
あ
る
。
ま
た
「
ア
ラ
ブ
の
春
」
以
降
の
混
乱
に
つ
い
て
は
、
新
体
制
建
設
の
過
程
で
、

社
会
を
構
成
す
る
「
宗
派
」
ど
う
し
が
対
立
、
な
い
し
は
多
数
「
宗
派
」
が
少
数
「
宗
派
」
を
疎
外
す
る
こ
と
で
治
安
が
悪

化
し
た
と
い
っ
た
説
明
や
、「
混
乱
」
の
な
か
で
、
武
力
に
訴
え
る
よ
う
な
「
イ
ス
ラ
ー
ム
過
激
派
」
が
暗
躍
し
た
、
と
い
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っ
た
説
明
が
し
ば
し
ば
な
さ
れ
る
。
そ
し
て
こ
う
し
た
状
況
の
根
本
原
因
に
つ
い
て
は
、
欧
米
諸
国
に
代
表
さ
れ
る
「
外
国

の
干
渉
」
が
あ
る
と
い
っ
た
批
判
が
な
さ
れ
た
り
、
あ
る
い
は
「
イ
ス
ラ
ー
ム
教
」
が
正
し
く
信
仰
・
実
践
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
こ
と
が
混
乱
の
原
因
だ
と
い
っ
た
極
論
さ
え
聞
か
れ
る
。

　

こ
う
し
た
単
線
的
な
概
念
の
セ
ッ
ト
は
、
当
該
国
で
発
生
す
る
出
来
事
を
比
較
的
短
い
時
間
の
な
か
で
切
り
取
っ
た
場
合

の
解
釈
と
し
て
は
説
得
的
で
あ
る
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
。
中
東
で
発
生
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
大
事
件
が
メ
デ
ィ
ア
で
報
じ
ら

れ
る
際
に
な
さ
れ
る
解
説
は
、
多
く
の
場
合
こ
う
し
た
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、「
ア
ラ
ブ
の
心
臓
」
で
起
き
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
事
象
に
実
際
に
目
を
向
け
て
み
る
と
、
あ
る
国
で
発
生
し
た

あ
る
出
来
事
を
理
解
す
る
た
め
に
示
さ
れ
た
概
念
の
セ
ッ
ト
が
、
同
じ
国
で
そ
の
直
後
に
起
き
た
別
の
出
来
事
を
説
明
す
る

の
に
有
用
で
な
い
と
い
っ
た
こ
と
が
し
ば
し
ば
起
こ
る
。
先
に
挙
げ
た
例
で
見
て
み
る
と
、「
ア
ラ
ブ
の
春
」
を
説
明
す
る

際
の
「
独
裁
」、「
民
主
化
」
と
い
う
概
念
の
セ
ッ
ト
は
、「
ア
ラ
ブ
の
春
」
以
降
の
混
乱
を
何
ら
説
明
で
き
な
い
し
、「
ア
ラ

ブ
の
春
」
以
降
の
混
乱
を
説
明
す
る
際
の
「
宗
派
」、「
イ
ス
ラ
ー
ム
過
激
派
」
と
い
っ
た
概
念
の
セ
ッ
ト
も
ま
た
、「
ア
ラ

ブ
の
春
」
そ
の
も
の
を
説
明
で
き
な
い
。
す
な
わ
ち
、
ニ
ュ
ー
ス
性
の
高
い
出
来
事
を
説
明
す
る
た
め
の
概
念
の
セ
ッ
ト
を

用
い
る
だ
け
で
は
、
間
断
な
く
展
開
さ
れ
る
中
東
の
政
治
的
営
為
を
必
ず
し
も
充
分
に
把
握
で
き
な
い
。
そ
し
て
、
こ
う
し

た
解
釈
上
の
限
界
の
積
み
重
ね
が
、
お
そ
ら
く
は
「
中
東
の
政
治
は
複
雑
で
難
解
だ
」
と
い
う
あ
き
ら
め
の
念
に
似
た
納
得

へ
と
帰
結
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

　

で
は
、
複
雑
で
難
解
だ
と
思
わ
れ
る
中
東
の
政
治
を
的
確
に
理
解
す
る
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
視
座
が
必
要
な
の
だ
ろ

う
か
。

　

本
書
は
、
右
で
述
べ
た
よ
う
な
単
線
的
で
断
片
的
な
概
念
の
セ
ッ
ト
だ
け
で
は
、
中
東
の
実
像
を
必
ず
し
も
充
分
に
説
明
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し
き
れ
な
い
と
い
う
現
実
を
踏
ま
え
て
、「
ア
ラ
ブ
の
心
臓
」
の
今
を
読
み
解
い
て
い
く
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
る
。
ま
た
、

こ
う
し
た
概
念
の
セ
ッ
ト
に
過
度
に
囚
わ
れ
る
こ
と
が
、「
ア
ラ
ブ
の
心
臓
」
の
実
像
の
理
解
そ
の
も
の
を
妨
げ
、
実
像
と

は
異
な
る
虚
像
を
作
り
上
げ
て
し
ま
う
事
態
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、「
ア
ラ
ブ
の
心
臓
」

を
構
成
す
る
エ
ジ
プ
ト
、
シ
リ
ア
、
イ
ラ
ク
、
レ
バ
ノ
ン
、
ヨ
ル
ダ
ン
、
パ
レ
ス
チ
ナ
の
六
カ
国
に
焦
点
を
当
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
国
の
政
治
を
説
明
す
る
際
に
提
起
さ
れ
て
き
た
代
表
的
な
概
念
の
セ
ッ
ト
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
を
示
し
た
う
え
で
、

そ
れ
に
よ
っ
て
見
え
て
く
る
も
の
と
、
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
も
の
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
し
て
、
各
国
政
治
の
実
像
や
、

国
境
を
越
え
て
絡
み
合
う
か
た
ち
で
展
開
す
る
混
沌
の
実
態
を
解
明
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
、
さ
ら
に
は
「
ア
ラ
ブ
の
心
臓
」

で
の
政
治
的
営
為
を
持
続
的
に
理
解
す
る
た
め
に
必
要
な
視
座
を
提
示
し
て
い
き
た
い
。

　

本
書
は
、
岩
波
書
店
編
集
部
の
藤
田
紀
子
氏
の
多
大
な
ご
支
援
の
も
と
、
か
た
ち
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
こ
に
記
し

て
深
く
お
礼
申
し
上
げ
た
い
。

注
（
（
）　

イ
ス
ラ
ー
ム
復
興
主
義
の
興
隆
に
つ
い
て
は
中
村［（（（（

］、
末
近［（00（

］、
ア
ラ
ブ
民
族
主
義
の
発
展
に
つ
い
て
はA

oyam
a, K

hansa 
and al-Charif［（000

］を
参
照
。

（
（
）　

エ
ジ
プ
ト
近
現
代
史
に
つ
い
て
はV

atikiotis

［（（（（
］を
、
シ
リ
ア
現
代
史
に
つ
い
て
はSeale

［（（（（

］、
そ
し
て
イ
ラ
ク
現
代
史
に
つ

い
て
はT

ripp

［（000

］を
参
照
。

（
（
）　

ム
ス
リ
ム
同
胞
団
の
歴
史
、
思
想
、
活
動
に
つ
い
て
は
横
田［（00（
］を
参
照
。

（
（
）　

本
書
に
お
い
て
、「
ア
ル
＝
カ
ー
イ
ダ
系
」
は
、
ビ
ン
・
ラ
ー
デ
ィ
ン
が
指
導
し
て
き
た
ア
ル
＝
カ
ー
イ
ダ
と
組
織
的
の
つ
な
が
り
や
メ

ン
バ
ー
間
の
交
流
が
あ
る
組
織
に
加
え
て
、
ア
ル
＝
カ
ー
イ
ダ
と
同
様
の
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義
的
な
目
標
を
掲
げ
、
軍
事
・
広
報
戦
術
を
採
用
す

る
組
織
を
総
称
す
る
用
語
と
し
て
用
い
る
。
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（
（
）　

ジ
ハ
ー
ド
団
に
つ
い
て
は
藤
原［（00（

］を
、
ア
ル
＝
カ
ー
イ
ダ
に
つ
い
て
は
保
坂［（0（（

］を
参
照
。

（
（
）　

各
国
に
お
け
る
宗
教
・
宗
派
集
団
、
民
族
・
エ
ス
ニ
ッ
ク
集
団
の
人
口
比
率
は
各
章
を
参
照
。

（
（
）　

社
会
的
亀
裂
と
は
、
国
内
の
政
治
対
立
に
お
け
る
区
分
軸
を
意
味
し
、
地
域
、
言
語
、
民
族
、
宗
教
・
宗
派
、
階
級
な
ど
と
い
っ
た
社
会

成
員
の
属
性
の
差
異
や
多
様
性
に
よ
っ
て
生
じ
る
。
定
義
の
詳
細
に
関
し
て
は
間
編［（00（

］を
参
照
。

（
（
）　

レ
バ
ノ
ン
、
シ
リ
ア
、
イ
ラ
ク
に
お
け
る
宗
教
・
宗
派
、
民
族
・
エ
ス
ニ
ッ
ク
集
団
の
社
会
的
亀
裂
の
強
調
に
つ
い
て
は
、
青
山［（0（（

］、

青
山
・
末
近［（00（

］、Bengio

［（（（（

］、M
arr

［（00（

］を
参
照
。

（
（
）　

レ
バ
ノ
ン
内
戦
に
つ
い
て
はFisk

［（000

］、H
anf［（（（（

］を
参
照
。

（
（0
）　
「
土
地
と
平
和
の
交
換
」
と
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
が
占
領
地
を
返
還
す
る
代
償
と
し
て
、
ア
ラ
ブ
各
国
が
イ
ス
ラ
エ
ル
の
安
全
保
障
を
担
保

す
る
し
く
み
を
意
味
す
る
。
こ
こ
に
お
い
て
、
イ
ス
ラ
エ
ル
が
返
還
を
求
め
ら
れ
る
占
領
地
は
、
国
連
安
保
理
決
議
第
二
四
二
号（
一
九
六
七

年
）に
基
づ
き
、
第
三
次
中
東
戦
争
以
降
の
占
領
地
と
さ
れ
た
。
だ
が
、
こ
の
決
議
に
お
け
る
「
占
領
地
」（territories occupied

）は
定
冠
詞

が
付
さ
れ
て
い
な
い
た
め
に
、
そ
の
範
囲
が
曖
昧
で
、
こ
の
こ
と
が
、
イ
ス
ラ
エ
ル
が
首
都
だ
と
主
張
す
る
エ
ル
サ
レ
ム
や
、
一
方
的
に
併
合

（
一
九
八
一
年
）し
た
ゴ
ラ
ン
高
原
、
シ
ャ
ブ
ア
ー
農
場
・
カ
フ
ル
シ
ュ
ー
バ
ー
の
帰
属
を
め
ぐ
る
意
見
対
立
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

（
（（
）　

ヨ
ル
ダ
ン
川
西
岸
地
区
の
八
都
市
と
は
、
ジ
ェ
ニ
ン
、
ト
ゥ
ー
ル
カ
レ
ム
、
ナ
ブ
ル
ス
、
カ
ル
キ
リ
ヤ
、
ラ
ー
マ
ッ
ラ
ー
、
エ
リ
コ
、
ベ

ツ
レ
ヘ
ム
、
ヘ
ブ
ロ
ン
。

（
（（
）　

パ
レ
ス
チ
ナ
問
題
の
経
緯
や
紛
争
当
事
国
の
パ
ワ
ー
・
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
は
、
青
山［（0（（

］、
臼
杵［（0（（

］、
広
河［（00（

］を
参
照
。

（
（（
）　

一
九
九
〇
年
代
以
降
の
イ
ラ
ク
情
勢
の
推
移
に
つ
い
て
は
酒
井［（00（

］、
山
尾［（0（（

］を
参
照
。

（
（（
）　

ア
ラ
ブ
湾
岸
諸
国
の
躍
進
に
つ
い
て
は
松
尾［（0（0

］を
参
照
。





目　　次

xxv

目　
　

次

凡
　
　
例

序
　
章
　 「
混
沌
の
ド
ミ
ノ
」
に
喘
ぐ
「
ア
ラ
ブ
の
心
臓
」�…
…
…
青
山
弘
之
…
…
v

第
一
章
　 

エ
ジ
プ
ト�
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
横
田
貴
之
…
…
1

─
─
二
つ
の
「
革
命
」
が
も
た
ら
し
た
虚
像
の
再
考
─
─

第
二
章
　 

シ
リ
ア�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
髙
岡　

豊
…
…
29

─
─
「
真
の
戦
争
状
態
」
が
必
要
と
す
る
「
独
裁
」
政
権
─
─

第
三
章
　 

イ
ラ
ク�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
山
尾　

大
…
…
55

─
─
民
主
化
の
蹉
跌
と
宗
派
対
立
と
い
う
亡
霊
─
─

第
四
章
　 

レ
バ
ノ
ン�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
末
近
浩
太
…
…
85

─
─
「
決
め
な
い
政
治
」
が
支
え
る
脆
い
自
由
と
平
和
─
─



xxvi

第
五
章
　 

ヨ
ル
ダ
ン�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
吉
川
卓
郎
…
…
117

─
─
紛
争
の
被
害
者
か
、
受
益
者
か
─
─

第
六
章
　 

パ
レ
ス
チ
ナ�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
錦
田
愛
子
…
…
147

─
─
ハ
マ
ー
ス
否
定
が
導
い
た
政
治
的
混
乱
─
─

終
　
章
　 
中
東
政
治
の
実
像
に
迫
る
た
め
に�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
青
山
弘
之
…
…
177

文
献
リ
ス
ト

人
名
索
引
・
事
項
索
引



目　　次

xxvii

図表 0─1　「アラブの心臓」地図


